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「脳神経回路の修復における臓器間連関の意義」 
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 脳や脊髄の疾患による後遺症を回復させるには、傷害による細胞
死を免れた神経細胞による神経回路の再建が必要です。末梢神経系
と比べると、脳の神経回路は再建しにくいと考えられていますが、
近年の研究において、わずかながら傷ついた脳の神経回路は自然に
修復し、症状も自然に回復することがわかってきました。また、脳
の神経回路の修復は、脳の内部に備わる分子の役割を解明する研究
が主流ですが、最近の研究で、脳の外部の環境も脳神経回路の修復
に影響を及ぼすこともわかってきました。本セミナーでは、脳の神
経回路の修復における、脳の外部環境の重要性について、最近の知
見をご紹介いたします。 
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村松先生は、多発性硬化症などの神経疾患に対して、Translation まで見据えた基礎研究を推進できる
新進気鋭の若手研究者です。若干 37 歳で国立精神神経センターの部長職に就任された女性研究者で
あり、若手研究者がロールモデルとして学ぶことも非常に多いと思いますので、分野違いであって
も参加されることを歓迎します。 
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